
（別紙３）

～ 2023年12　月　18日

（対象者数） 23 （回答者数） 13

～ 2023年12　月　18日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・左記のことを継続していく

・セッション前後の、カンファレンスを継続していく

2

・引き続き、今日の利用児の様子をよく観察し、活動内

容を微調整していく

・プログラムを固定化した方が良い利用児も一定数いる

ので、そこは見極める

3

・引き続き、一つ一つゆっくりと説明していく。

・初回の方は特に、丁寧な説明を心がけ抜けがないよ

う、メモなり工夫をする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・民生委員さんにチラシを回覧して頂く

・建物の外にチラシを掲示

・チラシに、一般の方もOKだということを載せる

2

・ペアレントトレーニングのお知らせがあった時には、

随時情報を共有していく

3

・今後、公式LINEの情報ツールを使い、お伝えを検討

する

保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症共に、

発生を想定した訓練が実施されている

・マニュアル化はしていない

・日頃の懇談や、保護者会を通して、ニーズを確認した

上で提案をしている

・ペアレントトレーニングのお知らせがあった時には、

保護者に共有している

・実施はしているが、全員に周知がいく形ではお知らせ

できていない

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか ・その日、その時の利用児の様子をよく観察し、”今”に

合わせて活動内容を変更していく

・ただ、目的によって、意図的に活動内容を固定してい

る利用児もいる

運営規定、利用者負担等について丁寧な説明がなされた

か

・契約は最低１時間は確保し、一つ一つ説明をしてい

く。利用開始してみて、分からない所が出てきたら都度

言って頂くよう申し伝えている

・初回の方の初めての請求には、付箋を貼って「説明す

る」等のメモを貼って工夫

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・周知の仕方の工夫が必要

・コンサートも、身内だけではなく外部の方もOKです

と、チラシに記載していない。口頭のみ

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童発達支援計画に沿った支援が行われているか ・セッションの記録を入力に、忘れないよう毎回目標

（計画）を入力するようにしている

・セッション入る前に、担当利用児の目標を確認

保護者や認定子ども園、幼稚園等との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか

○従業者評価実施期間
2023年　12月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2023年　12月23　日

○事業所名 ムジカ音楽学園

○保護者評価実施期間
2023年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


